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１ 単元名 「言葉のキャッチボールをしよう」 
 
２ 単元について 

   
ひまわり２組の「自立活動」は，通常，１年生３人

の男子と３・４年生男子２人の５人で行っている。１
年生はとても元気があり，３・４年生の子がすること
を真似するなどとても慕っている。３・４年生の子も，
優しく教えたり，一緒になって楽しく遊んだりして
いる場面があった。ただ，一緒に楽しく活動できると
きもあれば，物や順番の取り合いでけんかになり，な
かなか仲直りできないことも多々あった。 
「みんなと仲よくゲームをしよう。」の単元では，

ゲームの内容を自分たちで決め，必要なルールを話
し合って活動してきた。自分のやりたいことが中心
になるが，考えが決まらないときは，「ゆずる」，「じ
ゃんけん」，という手段を使って，物事を決定するこ
とができるようになってきている。しかし，友だちと
関わりをもつ中で，相手の意思を確認しないまま自
分の考えを一方的に伝えてしまったり，相手の考え
に対して意思表示をしなかったりすることがある。
また，自分の考えを言わないまま，相手の考えに合わ
せてしまうことが少なくない。 
 単元を通して，さらに楽しく遊ぶためのルールを
話し合う中で，「話し合うときに大切なこと」の定着
を図るとともに，相手の考えに対して自分の意思を
表示したり，相手の意思を確認した上で，自分の考え
を伝えたりすることができるようにする。また，友だ
ちと話し合い，楽しく活動することができたという
成功体験を積むことで，人と関わる楽しさや友だち
と協力して成し遂げる達成感を味わうことができる
ようにしたい。 
 本時では，自分の考えを相手に話し，うなずきな
がら聞いたり，「いいね」「なるほど」などと同意の
意思表示したりすることができるようにする。            
次に，実際にゲームをする中で，ルールなどを話し
合って決める活動を繰り返し行う。話し合いに必要
な言葉を視覚化し，見通しをもち主体的に取り組む
ことができるようにする。話し合う内容は，みんな
ができるルールから，楽しくするためのルールへと
発展させていくことで，話し合いのスキルを高めた
り，物事を決めることができたという達成感を味わ
ったりすることができるようにする。 

 このような学習を通して，子どもたちが人と関わ
る楽しさを味わい，周囲の人と積極的にコミュニケ
ーションを図ろうとする意欲をもつことができると
考える。また，自分の意見が認められたという喜びを
味わうことで自己肯定感を高め，生活を更に豊かに
していくことにつながると考える。 
               
３ 研究にかかわる本時の意図 
研究内容１ 教材化の在り方と単元構成の工夫 
①意欲が持続する教材の工夫 
全員，遊ぶことは大好きである。そこで，はじめに

みんなが楽しくゲームをすることができるように
「話し合うときに大切なこと」を確認させる。また，
自分の考えを伝えるとき，相手の考えを聞くとき，考
えがまとまらないときに分けて，それぞれどのよう
に伝えるとよいかを確かめ合い，その後，実際にゲー
ム活動をする中で，言葉のやりとりが身に付いてい
くようにさせたい。さまざまなゲーム活動は，子ども
たちの心をリラックスさせ，コミュニケーションへ
の意欲をもつことができると考える。 
さらに，ひまわりの仲間から，通常学級の仲間へと

広げ，いろいろな人と関わる中でも，話したり聞いた
りする活動を行うことで，コミュニケーションの力
を高めていきたいと考えている。 
     
研究内容２ 学習活動の工夫 
①見通しがもてる活動の工夫 
単元の活動の流れを常時掲示することで，活動へ

の見通しをもち，主体的に活動に取り組むことがで
きるようにする。また，「話し合うときに大切なこと」
も意識できるように掲示する。 
一人一人が「できたかなカード」をもち，毎時間シ

ールを貼ることで，自分の様子を振り返り，頑張った
という気持ちを高め，心のリラックスにつなげる。 
      
研究内容３ 評価と指導・援助 
①一人一人の状況に応じた指導・援助の工夫 
コミュニケーションが苦手な児童に対しては，状

況に応じて，具体的な言葉を示したり，自分から気付
けるように声かけをしたりする。困ったときは，仲間
に相談し，教師にそのことを伝え問題解決ができる
ようにする。 
ゲームで自分の思うよ

うにいかないときに，すぐ
ゲームをやめてしまった
り，人のせいにしたりして
しまう児童に対しては，心
を落ち着かせると同時に，
気持ちを聞いてどうする
とよいかをアドバイスす
る。 
 
②環境設定の工夫 
本時の活動の流れを掲示し，

児童が進んで行動できるように
する。活動する場所で移動黒板
を使用し，児童がいつでもめあ
てや活動を確認できるようにす
る。 

 

３ 人間関係の形成 
（１）他者との関わりの基礎に関すること 
（２）他者の意図や感情の理解に関すること 
（４）集団への参加の基礎に関すること 
６ コミュニケーション 
（１）コミュニケーションの基礎的能力にかんす

ること 
（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関

すること 
（５）状況に応じたコミュニケーションに関する

こと 



本時のねらい 

相手のことを考え，相手の場や状況に

応じて適切なコミュニケーションをとる

ことができる。 

A 児（３年男子） 相手の考えを聞いたり，自分の考えを伝えたりして，ゲームを工夫することができる。 

B 児（４年男子） 自分の考えを伝えたり，相手の話を聞いたりして，ゲームを工夫することができる。 

本時の位置（７／８）                             ・個別の学習活動      ◆個に応じた指導      ◎評価 

 ねらい 主な学習活動 A 児（３年男子） B 児（４年男子） 指導・援助 
見

通

し

を

も

つ 

本時の流れ

の見通しを

もつことが

できる。 
 
 

１ 前時の学習について振り返る。 
２ 話し合うときに大切なことを

確認する。 
３ 本時のめあてを確認する。 
 
 

・前時までの活動を振り返ることで

今日頑張ることを明確にする。 
・今日のめあてを確認する。 
◆大きな声で言えたことを褒め

る。 

・前時までの活動を振り返ることで

今日頑張ることを明確にする。 
・今日のめあてを確認する｡ 
◆めあてを読んだあともう一度

確かめる。 

・黒板に活動の流れの掲示。 
・話し合うときに大切なことを掲示

して，意識できるようにする。 

 
活

動

す

る 

相手とコミ

ュニケーシ

ョンを取り

ながら，話を

したり聞い

たりする活

動を通して，

楽しくゲー

ムを工夫す

ることがで

きる。 

４ 今日の活動内容を知る。 
 ・今日のゲームを確認する。 
「すごろくゲーム」 
・話し合いをする時に大切なこと

を確かめる。 
①ゲームのルールを決める。 
・すごろくのマスを教室の床に並

べる。 
 ・児童と教師ですごろくの内容を

確認しあう。 
（赤「協力」青「動作」黄「こん

なときどうする」） 
②ゲームをする。 

 ・ゲーム１回目をする。 
・困ったときは二人で相談する。 

 ・ゲームの工夫点を話し合う。 
 ・ゲーム２回目をする。 

・相手の意見を聞きながらゲームを

決めたり、ゲームのルールを決め

たりする。 
・「いいよ。」「いいね。」など，相手

にタイミングよく意思表示をす

ることがわかる。 
◆相手を意識して言えることを褒

める。 
・相手と一緒に楽しくゲームをす

る。 
・やり方が分からないときは，自分

から声をかける。 
◆困ったときに自分から言葉をか

けられたら褒める。 
 
◎相手の考えを聞いて，相手に自分

の考えを伝えることができてい

る。 

・自分から進んで話し合って遊ぶゲ

ームを決めたり、ルールを決めた

りする。 
・「～でいい？」「～でどう？」等の

話形を活用し，自分の考えを伝え

ることがわかる。 
◆自分の考えを進んで発表する姿

を褒める。 
・相手のことを考えながら楽しくゲ

ームをする。 
・気持ちに落ち込みやいら立ちを感

じたら言葉で伝える。 
◆最後までやり切れるように言葉

をかける。状況によっては，休憩

をとる。 
◎相手に自分の考えを伝えること

や話を聞いたりすることができ

ている。 

・１回目のゲームの終了後，新しい

ルールについて主体的に話し合

うことができるように声をかけ

る。話し合いがうまく進まない場

合には，教師がつなぎ役になるこ

とで，妥協点を見付けることがで

きるようにする。 
 
・勝敗にはこだわらないようにす

る。 
・活動に不安な様子が見られる場合

には，教師や支援員と一緒に活動

する。 
 
・準備や片付けに時間はかかるが，

最後までやらせる。 

振

り

返

る 

仲間と楽し

く活動でき

たことを振

り返り，自信

をもつこと

ができる。 

５ 今日の活動の振り返りをする。 
 ・感想を発表したり，相手のよい

ところを発表する。 
６ 次時の活動への見通しをもつ。 
・ひまわりの仲間と楽しくゲーム

することを伝える。 

・自分の頑張ったことや一緒に活動

して楽しかったことを話す。 
◆相手に自分の考えを話せたこと

を褒める。 
・次時の予定を聞く。 

・自分の頑張った気持ちやゲームで

工夫したことを自分の言葉で話

す。 
◆楽しく遊べるように工夫できた

ことを褒める。 
・次時の予定を聞く。 

・「できたかなカード」に自己評価

をさせる。 
・一人一人について本時に頑張って

いた姿を認める。 
 

楽しく遊ぶためにゲームを工夫しよう。 


